
‘‘．E

．，．，．，．，．，．，
a

’
 

、一

マ
ム
生

町

喧

喧

．

一

宇

t
ρ
民

一

年
、
土
手

一

ι．M竹

一

第
花
田
花
井
懇
談
会

一

フ
ォ
ー
ラ
ム

一

知
的
財
産
の
活
用
と
商
品
提
案
を
切
り
口

－

に
、
公
的
機
関
や
流
通
業
者
、
生
産
者
な

…

ど
多
彩
な
講
師
陣
に
よ
る
講
演
や
パ
ネ
ル
デ

一

イ
ス
カ
ツ
シ
ヨ
ン
を
行
い
、
花
き
業
界
活
性

由

化
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
o

－

日
時
一

2
0
1
6
年

2
月
幻
日
氾
j
ゆ
時

一

場
所
一
東
京
農
業
大
学
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

一

1
号
館

1
4
1
教
室

由

参
加
費
一
会
員

5
0
0
0
円

時

非
会
員

8
0
0
0
円

学

生

1
0
0
0
円

－

・
問
い
合
わ
せ

－

花
井
懇
談
会
事
務
局

一
0
6
ヨ
ω
一一一

E
E
Eコ
告
コ
否
一
＠
∞
ヨ
ω
＝・0
0
ヨ

一
F
A
×一

0
4
6
1
2
7
0
1
6
5
4
7

同

一

｛
お
詫
び
と
訂
正
｝

2
0
1
5
年
1
月
号
で
間
違
い
が
あ

．

一

り
ま
し
た
。
正
し
く
は
以
下
の
通
り
で
す
。
読
者
お
よ
び

一

一

関
係
者
の
皆
様
に
は
ご
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を
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し
ま
し
た
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ま
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f食の鞍略jが
六次産業を
超える
金丸弘美［著］

角川書店

IH((J産業論

量HU;

シンポジウム、新品種、新商品情報

大学や研究機関で行われるイベント、

講演会などの情報を募集しています。

イベント内容を明記の上、毎月5日まで

に編集部インフォメーション係にお送りく

ださい。編集部にて内容を確認させて

いただいた上、掲載いたします。ご了

承ください。

－届E・植－－
a
a
a
z

・

今日の F，品種につな

がる固定種野菜を作出

し、その品質維持、流

通を担った明治から昭

和戦前期までの「種子屋」

たちの歴史を、経営帳

簿や種苗カタログなど

の貴重な一次史料をも

とに辿った1冊。

地元の食材や料理で

人の味覚を育て、地元の

食文化をテキスト化する

ことで継承と伝達を効率

化するなど、食文化を基

点に町作りを行う「食の

戦略jを持つフランスや

イタリアの事例を中心に

紹介する新産業論。

本誌へ応募、投稿する場合は、下記の項目を

明記して下さい。

2郵便番号②住所 ＠氏名 ＠電話番号
Eメールアドレス ⑥年齢 ⑦職業

宛先

手113・0033東京都文京区本郷3・3・11

言葉文堂新光社 農耕と園芸編集部

Mail・ noko@seibundo.com 
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農
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と
園
芸
」
は
電
子
版
や

ウ
ェ
ブ
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
電
子
版
は

今
年
の

1
月
号
か
ら
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
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。
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検
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女
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え
て
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し
た
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友
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